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新 しく創製 された注射用セフェム系抗生剤であるcefluprenam(CFLP)に ついて,産 婦人科領域感染

症4例 に対 し,有 効性および安全性の臨床的検討を行った。臨床効果は有効3例,判 定不能1例 であっ

た。本剤投与による自他覚的副作用および臨床検査値の異常変動などの出現は認められなかった。臨床

的検討結果よ り,CFLPの 産婦人科領域感染症への有用性が示唆 された。
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Cefluprenam(CFLP)は エーザ イ筑波研究所において

創製された注射用セフェム系抗生剤 である。

本剤はいわゆる第3世 代セフェム系抗生物質に比較 し,

クラム陽性菌およびグラム陰性菌に対 して広範囲な抗菌

スペクトルを有 し,β-lactamaseに 対し安定で,か つ結

合親和性が極めて小さく,尿 中にもそのほとんどが未変

化のまま高濃度で排泄されるという1～4)。

このような特徴 を有す るCFLPは,産 婦人科領域の感

染症に対しても高い有用性が期待 され,今 回中等症以上

の産婦人科感染症4例 に使用 し,臨 床的効果ならびに安

全性などについて検討 したので報告する。

治療対象は平成4年8月 より平成5年3月 までに当科

を受診 した子宮付属器炎2例,子 宮留膿腫1例,卵 管留

膿腫1例 で年齢は23歳 か ら80歳 であった。投与方法は

1日2gを2回 に分けて点滴静注した。投与 日数は5～

8日 間で,総 投与量は10～16gで あった。臨床効果判定

は主治医が行い.臨 床症状の推移および検査所見を参考

にして著効,有 効,無 効の3段 階および何 らかの理由で

判定できない場合を判定不能 とした。本剤投与により主

要自・他覚症状が3日 以内に著 しく改善 し治癒に至った

場合を著効,3日 以内に改善の傾向を示 し,そ の後治癒

した場合を有効 とし,3日 経過 しても改善 しない場合を

無効 とした。細菌学的効果は本剤投与前後の検出菌の消

長により消失,減 少 または一部消失,菌 交代,不 変およ

び不明の5段 階で判定することとした。菌検査の検体は

子宮内感染では子宮腔内分泌物または膿,骨 盤腹膜炎お

よび子宮付属器炎は可能な限 りダグラス窩穿刺液 とした

が,骨 盤腹膜炎および子宮付属器炎は子宮内感染の上行

感染であるため,ダ グラス窩穿刺が不可能な場合は子宮

内分泌物で も可 とした。安全性は本剤投与に起因すると

思われる副作用および臨床検査値の推移により,問 題な

し,ほ ぼ問題なし,や や問題がある,問 題があるの4段

階および判定不能 と判定 した。有用性の判定は,臨 床効

果,細 菌学的効果ならびに安全性 を主治医が総合的に勘

案 し,極 めて有用,有 用,有 用性 なしの3段 階および判

定不能と判定 した。

Table 1に 本剤投与症例の年齢 体重,診 断名,投 与

量,投 与期間,総 投与量,分 離菌,臨 床評価のパラメー

ター,細 菌学的効果,臨 床効果および副作用の有無を,

Table 2に 本剤投与前と投与後の臨床検査値の変動を示

した。CFLP投 与の臨床効果は有効3例,判 定不能1例

であった。疾患別の臨床効果では,子 宮付属器炎2例(有

効2例),子 宮留膿腫1例(有 効),卵 管留膿腫(判 定不

能)で あった。

細菌学的検査では,投 与開始前の分離菌は子宮付属器

炎1例 と子宮留膿腫1例 より3株 が検出されたが,投 与

後では3株 とも消失した。卵管留膿腫例は卵巣癌のため

癌性腹膜炎の状態にあ り,留 膿腫液の塗沫培養検査で好

気性,嫌 気性菌 とも発育を認めなかった。なお,菌 検査

検体は子宮留膿腫1例 は帯下,子 宮付属器炎および卵管

留膿腫はダ グラス窩穿刺液1例,子 宮内分泌物2例 であ

った。臨床的には原疾患重篤のため薬効評価は不可能 と

判断し判定不能 とした。本剤投与に起因すると思われる

自 ・他覚的副作用および臨床検査値の異常変動は全例に

おいて認め られなかった。

次にCFLP投 与が有効であった1症 例 を紹介す る。

Case no.2. 80歳,診 断:付 属器炎(子 宮留膿腫)

(Fig.1)

平成4年5月 頃,少 量の性器出血するも放置,平 成4

年9月12日39℃ の発熱,嘔 気出現近医受診後,当 院受

診,9月14日 入院,臨 床経過 より付属器炎と診断。CFLP

2g/日 ×5日 間(総 投与量10g)投 与により,解 熱,多

量の子宮内膿性分泌物の消失,子 宮および付属器圧痛の

消失が得 られた。また検査所見でもWBC,ESR値 の改

善を認めたため臨床効果は有効 とした。

細菌学的検査は,検 体の集中検査成績(三 菱油化ビー

シーエ ル にて 同定)に よ り,投 与 前のStreptococcus

agalactiaeとKlebsiella pneumoniaeが 検 出されたが投
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Table 1.Clinical results of cefluprenam treatment

NT:not tested

Table 2.Laboratory finding before and after treatment

B:Before,A:After

Fig.1.Case no.2.Adnexitis 80 age F .
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与後には検出されず,細 菌学的効果は消失 と判定 した。

副作用および臨床検査値の異常は認められなかった。

以上 を総括す ると,CFLPを 産婦人科領域感染症に使

用し,4例 中有効3例,判 定不能1例 であった。細菌学

的には2例 で3株 が検出され,本 剤投与後菌消失3株 で

あ っ た 。 起 因 菌 と し て 検 出 さ れ た の は,S,aglactiae,K.

pneumoniae,Enterococcus faecalis等 で あ り,CFLPは

グラム陽性菌およびグラム陰性菌に対して広範囲な抗菌

スペ クトルを有 し殺菌的に作用す るため,良 い結果が得

られたものであろう。本剤投与に起因したと思われる副

作用および臨床検査値の異常変動は全例にみられず,産

婦人科領域感染症に対 し安全で有効な薬剤 と考えられた。
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A clinical evaluation of cefluprenam
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Cefluprenam(CFLP),a new injectable cephem antibiotic,clinically evaluated in 4 patients with obstetric
and gynecolgical infections.The clinical response was good in 3 patients.We feel that CFLP is an
effective agent in the treatment of obstetric and gynecological infections.


